
■地主の目的■ 

ほぼ週刊【松村拓也のメールマガジン】第 226号 

こんにちは、松村拓也です。 

E-Mailと Facebookで松村拓也の活動についてほぼ毎週お届けしています。 

名刺交換した方や、突然思い出した方にもお届けしますので、ご迷惑であればお知らせください。 

できれば勤務先でなく、個人のアドレスにお届けしたいので、ご連絡ください。 

ご意見、ご質問大歓迎です。 

・・・・・・・・・・・・・・・ 
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1. ブログから：地主の目的 

 

日本土地資源協会を設立したのは 2012年の 9月 11日、今からちょうど 7年前だった。 

そのきっかけとなった笑恵館のオーナーTさんとの出会いはその年の 5月ころだったので、僕はこの法人をたっ

たの 4か月で生み出したことになる。 

その 2 年後には笑恵館がオープンし、プロジェクトは順調に進んだかに思えたが実際には そう簡単な話ではな

かった。 

笑恵館という一つのプロジェクトは、会員数も増え続け永続化に向けて順調に推移しているかもしれないが、こ

の法人は名前の通り、日本中の土地問題に挑むことを目指している。 

だから僕にとって、一宮庵（いっくあん）という 2つ目のプロジェクトに着手できることは何よりうれしい。 

「土地所有の法人化を普及するために日本土地資源協会を設立した」という説明が、ようやく嘘でなくなった。 

だが、初めてと 2回目はこんなに違うことなのか。 

笑恵館では、受けた相談の解決に挑んだが、今度は先に事業スキームがあり、それを説明する順番だ。 

そこでぼくは、導き出した答えを分かりやすい絵に描いてみたので、その説明を練習したい。 

・ 

このイラストは 3人の人たちの関係を描いている。 

左側に土地所有者(OWNER)、右側に土地利用者(USER)、そして真ん中にいるのが僕たち(LR)だ。 

（LRとは Land Resourceの略で、土地資源のこと） 

僕たちの役割は、土地の所有を法人化することで土地を永続的に使用できるようにすることだ。 

そのためには所有と使用を分けて、僕たちがその間に入ることにした。 

そもそも土地の所有者は、土地の賃貸や売買をするだけの所有者でなく、土地を使う利用者でもある。 

土地所有は財産とみなされてその継承は相続扱いとなるが、土地利用は事業でありその継承は相続の対象とはな

りえない。 



だからこそ、土地の所有と利用を分離して、土地を利用する後継者を育てることが永続的な土地利用には欠かせ

ない。 

それに対し、土地所有の後継者（相続人）が大勢いればいるほど、土地が細切れになる上に争いばかり起きるの

は、何とも皮肉なことだ。 

・ 

利用者から発する矢印は、お金の流れを示している。 

利用者は LRに対し土地の利用料(賃料)を支払うが、LRは所有者に対し、固定資産税などの負担経費分を賃料と

して支払う。 

そして、賃料収入から所有経費を差し引いた収益を、利用者に還元するのが LRの役割だ。 

もちろんこれは、単なる利益の還元でなく、その土地を地域社会の魅力にするための「業務委託費」だ。 

通常の所有者にとって、この差額が不動産収益となるのだが、このスキームでは所有と利用を分けているので、

土地利用に関わる所有者だけがこの収益を得ることができる。 

さらに言えば、それは業務委託費なので、不労所得でないことを忘れないで欲しい。 

土地所有が不労所得を得る権利なら、土地利用はそこで収益を生みだす仕事を得る権利と言える。 

・ 

こうすることで所有者から生まれた利用者は、所有者が負担すべき固定資産税を負担するだけで、土地利用に挑

めるようになる。 

笑恵館で生まれたこのスキームは、5年を経ることが無駄ではなく実績になったと確信する。 

土地資源のオーナーは、所有者として所有経費分の賃料を得て、利用者として施設運営の業務報酬を得る。 

やがて所有者が死ぬときは、包括遺贈によって所有権を LRに委ねるだけ。 

その時、すべての相続人の理解と協力を得ることと、土地利用の後継者を育てておくことが、今の僕たちの役割

だ。 

LR が所有者となった後は、このイラストの通り究極の所有者である日本政府に固定資産税という家賃を払い続

けることになる。 

そして LRは不死身の法人なので、相続とは関係ないし、利用者の関係もいつまでも変わらない。 

もちろん利用者は、土地利用の後継者を育てるため、血縁にこだわらない新たな家族を育てることになる。 

・ 

かつての地主が封建社会の象徴であったのに対し、僕たちは新しい民主社会の地主を目指す。 

それは、日本土地資源協会から広がる「土地所有法人と土地利用組織」のネットワークだ。 

土地所有は非営利法人化によって相続の分割を回避し、土地利用は自由に独自性を追求することで地域の魅力を

担いたい。 

地域社会の魅力に便乗して相続税や不労所得を生み出すばかりでは、地域の衰退は止められない。 

むしろ、土地が生み出す収益を、地域社会の魅力を作る業務に使いたいと僕は思う。 

そして、他でもない「自分自身が地域の魅力になること」、これこそが新しい自分の仕事だと僕は思う。 

だから土地を所有する法人は、非営利かつみんなの組織がふさわしい。 

これからは土地所有を商売にするのでなく、土地の利用者として生きつづける地主を目指したい。 

 

http://nanoni.co.jp/20190901/ 

 

・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

2. 今週のトピックス：9/7 地主の学校 ④ 



 

今週も「地主の学校」開講します。 

実は毎回、ビデオ録画と音声録音をしているんですが、前回は Google ドキュメントを使って文字起こしにもチ

ャレンジしました。 

当初、映像データを公開しようかとも思いましたが、実際に撮ってみると不足や間違いがたくさんあって、むし

ろ内容の校正に役立っています。 

まずは全 14回、記録を取りながらやってみで、ブラッシュアップした第 2クールを公開できればと思います。 

 

あと、先回参加された T さんは、「毎回受講料を支払うより、日本土地資源協会に入会した方がお得だ！」とお

っしゃって、当日入会なさいました。 

もちろん手ぶらではなくて、福島と栃木のご実家の田畑や山林の相談付きということで。 

でも、こんな入会、大歓迎です。 

 

次回はいよいよ「地主≠土地所有者」カリキュラムの核心部ですので、 

奮ってご参加下さい！ 

 

■テーマ 

④主従関係主客関係 

■日時 

09/07(土) 10-12時 

■講師 

・松村拓也 

■受講料 

・一般：3,000円、笑恵館クラブ会員：2,000円、LR会員：無料 

■参加方法 

・当ページまたは下記メールにてご連絡ください。 

 post@land-resourse.org 

 

■講義の方法 

・前半 1時間：講義、後半 1時間：質疑、相談、補足説明。 

 

■上記以外の時間や内容を受講希望の場合は、申し出てください。 

・上記日時に別講座を受講する場合 

 ⇒上記講座口座の時間を変更して対応します。 

・上記日時以外で受講希望の場合 

 ⇒個別対応します。 

・上記内容をアレンジ希望の場合 

 ⇒講義 1時間＋質問相談 1時間＝2時間で対応します。 

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋ 

全体スケジュール（8/31改訂） 

■映像記録作成のため、毎週土曜の 10-12時に開催します。 

①ガイダンス   08/17(土) 10-12時 



②土地と不動産   08/24(土) 10-12時 

③地域社会と土地資源  08/31(土) 10-12時 

④主従関係主客関係  09/07(土) 10-12時 

⑤地主の力と所有権  09/14(土) 10-12時 

⑥地主消滅と経済成長  09/21(土) 10-12時 

⑦地主不在と空き家問題  09/28(土) 10-12時 

⑧地域振興と町村合併  10/05(土) 10-12時 

⑨地主法人と地域経営  10/12(土) 10-12時 

⑩地域社会の永続性  10/19(土) 10-12時 

⑪地域経営の永続性  11/02(土) 10-12時 

⑫地主業の仕組み  11/09(土) 10-12時 

⑬地主業の構築手順  11/16(土) 10-12時 

⑭ケーススタディ  11/30(土) 10-12時 

 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

3. 今後の予定：今週・来週以降 

 

凡例 ○面談歓迎：来て下さればあなたの面談を優先。 

   ◎呼出歓迎：あなたのお誘いを優先、訪問可能。 

   ●同行可能：僕の訪問先にお連れします。 

   ★参加可能：あなたも参加可能なイベント。 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

（月）09/02 〇11-15時 面談可（笑恵館） 

（火）09/03 〇16-19時 面談可（三軒茶屋） 

（水）09/04 ◎作業日 終日面談可（青葉台） 

（木）09/05 〇13-17時 面談可（笑恵館） 

（金）09/06 ◎作業日 終日面談可（青葉台） 

（土）09/07 〇10-18時 面談可（笑恵館） 

10-12時 ★地主の学校 ④ 

12-18時 ★まつむら塾 

（日）09/08 ◎休業日・終日面談可（青葉台） 

 

■その後のイベント 

09/12 ★日本土地資源協会経営会議（笑恵館） 

09/12 ★笑恵館クラブ運営会議（笑恵館） 

09/13 ★カプラー起業交流会（三茶） 

09/14 ★地主の学校⑤・まつむら塾（笑恵館） 

09/19 ★なるほどデイ・持ち寄り食事会（笑恵館） 

09/21 ★地主の学校⑥・まつむら塾（笑恵館） 

09/22 ★名栗の森オーナーシップクラブ９月例会（名栗） 

09/26 ★笑恵館クラブ運営会議（笑恵館） 



09/28 ★地主の学校⑦・まつむら塾（笑恵館） 

10/05 ★地主の学校⑧・まつむら塾（笑恵館） 

 

松村の予定はこちらで随時公開しています。 

http://nanoni.co.jp/schedule 

 

・・・・・・・・・・・・・・・ 

4. アクセスポイント：問い合わせ先 

 

松村拓也 

メール takuya@nanoni.co.jp 

携 帯 090-9830-3669 

自 宅 株式会社 なのに(平社員) 

〒226-0016 神奈川県横浜市緑区霧が丘 3-15-1 

http://nanoni.co.jp/ 

職 場 一般社団法人 日本土地資源協会(代表理事) 

http://land-resource.org/ 

笑恵館 〒157-0073 東京都世田谷区砧 6-27-19 

http://shokeikan.com/ 

メール配信をご希望の方はこちら 

http://land-resource.us10.list-manage.com/subscribe… 

フェイスブックグループはこちら 

https://www.facebook.com/groups/atamanonaka/ 


